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「子供の発達に関する課題」① 

 ◇提言者   愛知県みよし市立三好中学校 廣瀬 徹 先生 

◇提言主題   21 世紀をたくましく生き抜く子供の豊かな人間性の育成 

―不登校の未然防止に向けた取組を通して― 

◇概要 

  「地域とのつながり」「思春期こころの学校検診」「校内フリースクー

ルの設置・運営」の３つを柱に、不登校の未然防止について提案された。

「思春期こころの学校検診」は、教頭会から市教委に働きかけること

で、約１年間の準備期間を経て実現し、「ケンシンクン.net」を活用して子供の心の状態の早期

把握及び早期の医療機関受診につなげていることが紹介された。校内フリースクールについて

は、令和７年度より市内全校で導入し、子供が安心できる居場所として教室復帰を見据えた支

援等を行い、成果を上げていることが報告された。いずれも、教頭がコーディネーター及び運

営の中心的役割を担うことの重要性が示された。 

◇グループ協議の様子 

  「不登校支援の持続可能なシステム構築のための協働体制をつ

くる副校長・教頭のマネジメント」を柱に協議が行われた。 

 ・地域とのつながりにおいては、教頭の適切なコーディネートが  

重要である。 

・不登校の未然防止の視点から、心の状態を検診する取組は有効 

である。地域によって、県、市、各校などシステムはさまざま 

であるが、発表にあったように教頭が教育委員会、医療機関、保護者等をつなぐ役割を担う。 

 ・校内フリースクール（校内支援センター）の運営体制について、環境整備や中心となって関 

わる人員の配置が課題である。 

◇主な指導・助言 

北海道教育庁生徒指導・学校安全対策局生徒指導・学校安全課不登校児童生徒支援係主査 永野間 雅博 様 

・問行調査において、４～５割が新規の不登校である。本研究にあるように、不登校の未然防 

止の視点が重要である。 

  ・多様な人とのつながりから自己有用感や自己肯定感を高める取組であった。その中心に教頭

がいる。 

  ・教頭の役割は、人をつなぐ（学校、地域、保護者、医療、教育委員会等）、仕組みを整える（先

生方が安心して指導できるようシステム化）、組織化（学校の文化として根付かせる）するこ

と。人が変わっても続く、誰かに依存しない取組とすることが必要である。また、学校間の

差も地域の教頭が調整することが大切である。 

新潟県新潟市立白根北中学校長 山口 靖博 様 

  ・教頭のコーディネート機能が示された研究であった。取組が子供の成長につながっている。

未然防止に重点を置いた取組である。 

  ・安心感、自己決定、社会参画などにつながっているか、子供の変容や生の声を示してほしい。 

  ・教頭の仕事はマネジメントである。成果は見えにくい。自分が動くのではなく組織で動く。 
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「子供の発達に関する課題」② 

◇提言者   北海道帯広市立大空学園義務教育学校 十倉 智秀 先生 

◇提言主題   ウェルビーイングを基軸とした学校経営と教頭の新たな役割 

―北海道帯広市の体系的な実践から学ぶ教頭のマネジメント機能の強化― 

◇概要 

  ふるさと教育、不登校支援、学校の「やってみたい」を支援する取組における教頭の関わりを

柱に提案された。子供たちの「夢や志をもつ機会」や教員の主体性

につなげるための働きかけによる「おびひろ市民学」の推進、メタ

バース空間を活用した「ひろびろチョイス」による学びの場の提供、

「おびひろスクールコラボ」による地域資源の活用について、効果

的に機能していることが紹介された。教頭が活力ある学校づくりを

能動的にマネジメントすることが重要であること、また、仕組づく

りは困難な面もあるが、自走できるようシステム化することで教頭

のウェルビーイングにもつながることが示された。 

◇グループ協議の様子 

「非認知能力・自己肯定感の育成とウェルビーイングを基  

軸とした学校経営における副校長・教頭の新たな役割」を  

柱に協議が行われた。 

・帯広市として全市を挙げた取組となっている。副校長・    

教頭がコーディネーターとなり、自治体のバックアップ  

につなげている。教頭・副校長等が異動しても続けられ  

る仕組が重要である。 

・地域とのつながりにおいては、地域と学校の両者がウィ 

ンウィンであることが、持続可能な取組につながる。 

・メタバースについて、子供たちの多様な学びの選択肢と 

してすばらしい取組であり、今後の進化に期待したい。 

・新しい取組を取り入れていくためには、働き方改革を進め、副校長・教頭がマネジメントに注 

力できるようにしたい。また、現在ある取組をブラッシュアップする視点も大切である。 

◇主な指導・助言 

北海道教育庁生徒指導・学校安全対策局生徒指導・学校安全課不登校児童生徒支援係主査 永野間 雅博 様 

・ウェルビーイングを軸とした、帯広市の３つの実践・発表であった。学校のウェルビーイング 

の前提は、安心して挑戦し、失敗し、学べることである。ウェルビーイングを高めることが不

登校支援につながる。 

・何か新しいことをやるということではなく、今ある活動をウェルビーイングという目的に整理

することに、副校長・教頭の役割がある。 

・今、副校長・教頭に求められているものとして、教育課程をつなぐ、地域をつなぐ、不登校支

援をつなぐといった学校の価値をデザインすることがある。脱自前主義につなげることで、教

頭や先生方の働き方改革につながる。 

・２つの発表を総括すると、地域、医療、学校、教育委員会をつなぎながら、一人一人のウェル

ビーイングや自己肯定感を高めようとする点で共通した実践である。今、まさに国が目指して

いる方向性を先取りした取組である。様々な取組を、学校全体の文化として根付かせ、持続可

能な仕組みを構築することが期待されている。 

新潟県新潟市立白根北中学校長 山口 靖博 様 

・帯広市の３つの取組を、ウェルビーイングを共通項として体系化したこと、また、単年の取組

ではなく積み重ねを検証した点に価値がある。 

・ウェルビーイングを、何をもってどう評価するか、また、教頭が誰とつながったのか、実際に

どのような会議を設定したか、教職員をどう動かしたのかなど、マネジメントの具体について

示されるとよい。 


